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年
に
２
回
、
米
と

麦
を
植
え
る
の
を
二

毛
作
と
言
う
よ
う

に
、
地
表
か
ら
１

本
、
水
辺
で
直
線
的

に
生
え
る
イ
ネ
科
の
単
子
葉
植
物

は
、
あ
た
か
も
動
物
の
皮
膚
表
面

か
ら
生
え
る
毛
の
よ
う
に
見
え

る
。
生
え
る
は
、
映
え
る
、
栄は

え

る
、
晴
れ
る
に
通
じ
る
。
逆
に
毛け

枯か

れ
は
、
汚
れ
、
穢
れ
に
つ
な
が

っ
て
い
る
▼
河
川
の
周
辺
の
陸

地
、
洲
に
生
え
た
植
物
は
古
来
、

洲す

毛け

と
呼
ば
れ
て
い
た
。﹇suke

﹈

が
﹇suge

﹈
を
経
て
﹇suga

﹈
に

訛
っ
て
い
っ
た
。
菅
原
、
菅
生
、

菅
沼
な
る
人
名
が
多
く
あ
る
の

は
、
日
本
の
よ
う
な
温
帯
多
雨
気

候
に
よ
る
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
２
０

０
種
以
上
の
雑
草
が
日
本
の
河
川

や
湖
沼
に
繁
茂
し
、
日
本
人
は
菅

笠
を
は
じ
め
、
蓑
、
縄
、
草
履
、

筵む
し
ろな

ど
日
用
品
を
作
っ
て
い
た
。

菅
の
断
面
が
三
角
形
で
、
表
面
を

平
坦
に
で
き
た
た
め
で
あ
る
▼
さ

て
、
も
う
す
ぐ
雛
祭
り
。
小
学
生

の
頃
の
思
い
出
だ
が
、
２
人
の
妹

の
た
め
、
母
の
実
家
か
ら
７
段
の

雛
人
形
が
送
ら
れ
て
き
た
。
最
上

段
か
ら
男
女
の
内
裏
雛
、
三
人
官

女
、
五
人
囃
子
、
随
身
、
衛
士
と

並
ん
で
い
た
。
万
年
筆
や
置
時

計
、
真
空
管
ラ
ジ
オ
を
分
解
し
た

が
る
好
奇
心
旺
盛
な
少
年
だ
っ
た

筆
者
は
、
雛
壇
の
下
へ
行
く
ほ
ど

カ
ー
ス
ト
制
の
ご
と
く
、
身
分
に

よ
り
服
装
が
貧
相
に
な
っ
て
い
る

の
を
見
て
、
弟
と
一
緒
に
面
白
半

分
で
、
御
内
裏
様
の
人
形
の
首
と

随
身
の
首
を
入
れ
替
え
て
遊
ん
で

い
た
。
後
に
母
親
に
こ
っ
ぴ
ど
く

叱
ら
れ
た
が
、
父
は
笑
い
な
が

ら
、
こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
下
克
上
だ

と
言
っ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
す

▼
そ
れ
か
ら
60
年
が
経
っ
た
。
そ

ろ
そ
ろ
日
本
の
ト
ッ
プ
に
立
つ
菅

首
相
の
首
も
早
く
ス
ゲ
替
え
な
け

れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
日
本
人
は

ま
す
ま
す
不
幸
に
な
る
。 

（
鼻
）
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図１　受診抑制や収支悪化に対して希望する政策
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図２　新型コロナウイルス感染症対策として有効だ
と思われるもの（複数回答可）　　　

図３　ワクチンの疑問や問題点と思われるもの（複数回答可）
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こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
民
間
医

療
機
関
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
疑
い
患

者
受
け
入
れ
や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
体
制
整
備
に
つ
い
て
把
握
し
、

医
療
現
場
で
求
め
ら
れ
て
い
る
施

策
等
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
実

施
し
た
も
の
。

　

２
月
10
日
の
マ
ス
コ
ミ
報
告
会

で
は
、
西
山
裕
康
理
事
長
が
結
果

に
つ
い
て
報
告
。
昨
年
４
月
よ
り

回
復
し
た
も
の
の
、
第
３
波
に
よ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
医
療
提
供
体
制
の
逼
迫

の
も
と
、
罰
則
を
伴
う
「
改
正
特
別
措
置
法
」
と
「
改
正
感
染
症
法
」

が
成
立
し
た
こ
と
や
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
開
始
決
定
に
よ
り
接
種
体
制

の
整
備
が
急
が
れ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
協
会
は
会
員
医
療
機
関
を
対

象
に
１
月
25
日
か
ら
２
月
８
日
に
か
け
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
に
伴
う
第
４
回
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
６
９
５
件
の
回
答

を
得
た
。
２
月
10
日
に
は
、
結
果
に
つ
い
て
マ
ス
コ
ミ
報
告
会
を
開

催
。
関
西
テ
レ
ビ
、
神
戸
新
聞
、
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
が
参
加
し
た
。

る
受
診
抑
制
と
収
支
悪
化
が
続
い

て
い
る
現
状
を
報
告
。
希
望
す
る

政
策
と
し
て
、「
助
成
金
・
給
付

金
な
ど
の
拡
充
」「
診
療
報
酬
の

引
き
上
げ
」「
昨
年
度
診
療
報
酬

請
求
実
績
に
基
づ
く
減
収
補
填
」

な
ど
、
い
ず
れ
も
医
院
経
営
の
保

障
を
求
め
る
項
目
が
上
位
で
あ
っ

た
と
し
、
現
状
の
ま
ま
で
は
医
療

提
供
体
制
の
悪
化
が
さ
ら
に
進
行

す
る
恐
れ
が
あ
る
と
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。

　

感
染
対
策
と
し
て
は
、

「
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
」

が
６
割
を
越
え
た
が
、
一
方

で
半
数
近
く
の
会
員
が
「
免

疫
の
持
続
性
」「
中
長
期
的

有
害
事
象
」
な
ど
が
疑
問
と

す
る
な
ど
、
既
存
の
ワ
ク
チ

ン
に
比
べ
て
医
学
的
効
果
や

副
作
用
を
懸
念
す
る
医
師
・

歯
科
医
師
が
多
い
と
説
明
し

た
。
以
下
に
ア
ン
ケ
ー
ト
の

詳
細
を
紹
介
す
る
。

　

12
月
の
患
者
数
（
レ
セ
プ
ト
件

数
）
の
１
年
前
か
ら
の
変
化
に
つ

い
て
、「
減
っ
た
」
と
の
回
答

は
、
病
院
が
73
・
３
％
、
医
科
診

療
所
が
69
・
２
％
、
歯
科
診
療
所

61
・
１
％
に
の
ぼ
る
な
ど
、
４
月

時
点
よ
り
は
改
善
し
た
も
の
の
依

然
と
し
て
厳
し
い
受
診
抑
制
が
起

こ
っ
て
い
る
現
状
が
明
ら
か
と
な

っ
た
。

　

政
府
に
希
望
す
る
政
策
に
つ
い

て
は
、「
助
成
金
・
給
付
金
な
ど

の
拡
充
」
が
56
・
０
％
、
診
療
報

酬
の
引
き
上
げ
が
54
・
１
％
と
半

数
を
超
え
、「
昨
年
度
診
療
報
酬

請
求
実
績
に
基
づ
く
減
収
補
填
」

が
32
・
９
％
で
続
い
た
（
図

１
）。
財
政
的
補
償
を
求
め
る
意

見
の
大
き
さ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。

　

診
療
・
検
査
医
療
機
関
に
つ
い

て
は
、
指
定
を
受
け
た
医
療
機
関

は
診
療
所
の
28
・
２
％
で
あ
っ
た

が
、
指
定
を
受
け
て
い
な
い
医
療

機
関
で
も
発
熱
患
者
の
診
療
を
54

・
５
％
が
、
電
話
対
応
を
54
・
８

％
が
行
う
な
ど
、
地
域
住
民
の
要

請
に
応
え
て
必
要
な
対
応
を
実
施

し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。

入
院
拒
否
に
罰
則

「
反
対
」
４
割

　

入
院
を
拒
否
し
た
感
染
者
に

「
１
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０

０
万
円
以
下
の
罰
金
」
を
科
す
改

正
感
染
症
法
に
つ
い
て
は
、「
賛

成
」
は
17
・
０
％
に
と
ど
ま
り
、

「
反
対
」
は
40
・
７
％
と
多
数
と

な
っ
た
。

「
早
期
の
接
種
を
」６
割

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
有
効
な
も
の
に
つ
い

て
は
、「
早
期
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
」
61
・
０
％
、「
出
入
国
の
制

限
強
化
」
57
・
１
％
、「
補
償
と

あ
わ
せ
た
営
業
自
粛
要
請
」
45
・

９
％
、「
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
抜
本
的

拡
充
」
43
・
７
％
と
続
い
た
。
一

方
で
「
緊
急
事
態
宣
言
発
出
時
の

罰
則
強
化
」
は
15
・
４
％
、「
中

小
・
民
間
病
院
で
の
コ
ロ
ナ
病
床

の
確
保
」
は
24
・
０
％
と
少
数
に

と
ど
ま
っ
た
（
図
２
）。

　

ワ
ク
チ
ン
の
疑
問
や
問
題
点
と

思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

「
免
疫
の
持
続
」
55
・
６
％
、

「
中
長
期
的
有
害
事
象
」
54
・
４

％
、「
不
十
分
な
臨
床
」
44
・
４

％
と
な
る
な
ど
、
新
規
の
ワ
ク
チ

ン
に
対
す
る
健
康
へ
の
影
響
の
懸

念
を
表
す
結
果
と
な
っ
た
。
一
方

で
、「
重
症
化
予
防
効
果
」
を
疑

問
視
す
る
の
は
22
・
５
％
に
と
ど

ま
り
、
効
果
に
つ
い
て
の
疑
い
は

低
い
結
果
と
な
っ
た
（
図
３
）。

　

現
時
点
で
「
接
種
を
勧
奨
す
べ

き
と
思
わ
れ
る
人
」
に
つ
い
て

は
、「
医
療
従
事
者
」
が
82
・
１

％
、「
高
齢
者
」
72
・
６
％
、「
基

礎
疾
患
を
有
す
る
人
」
71
・
５
％

と
、
感
染
や
重
症
化
の
リ
ス
ク
が

高
い
人
に
優
先
的
に
接
種
す
べ
き

と
の
意
見
が
非
常
に
多
い
一
方

で
、
現
役
世
代
と
さ
れ
る
「
15
〜

64
歳
の
人
」
は
19
・
６
％
に
と
ど

ま
っ
た
。

　

協
会
は
、
こ
れ
か
ら
も
引
き
続

き
医
療
機
関
の
深
刻
な
経
営
悪
化

に
対
す
る
十
分
な
減
収
補
填
、
財

政
的
補
償
を
求
め
る
と
と
も
に
、

感
染
症
対
策
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検

査
の
拡
充
と
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体

制
の
具
体
化
を
求
め
て
い
く
。

受
診
抑
制
は
依
然
深
刻

「
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担
２
割
化
」国
会
審
議
入
り
へ

７
割
の
医
療
機
関「
患
者
減
」

国
会
で
負
担
増
止
め
よ
う

国
会
で
負
担
増
止
め
よ
う
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マスコミに向けて結果を報告する西山理事長

　

政
府
は
２
月
５
日
、
年
収
２
０

０
以
万
円
以
上
の
75
歳
以
上
の
窓

口
負
担
を
１
割
か
ら
２
割
に
引
き

上
げ
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ
医
療

制
度
改
革
関
連
法
案
を
閣
議
決
定

し
ま
し
た
。
現
在
開
会
中
の
通
常

国
会
で
法
案
の
審
議
・
成
立
を
狙

っ
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
抑

制
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

今
、
こ
れ
以
上
の
窓
口
負
担
増

は
、
受
診
抑
制
に
拍
車
を
か
け
、

患
者
さ
ん
の
命
と
健
康
を
脅
か
し

ま
す
。

　

報
道
で
は
、
負
担
引
き
上
げ
が

も
う
決
定
し
た
か
の
よ
う
に
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
の
国
会
の

審
議
で
法
案
成
立
を
ス
ト
ッ
プ
す

る
こ
と
は
可
能
で
す
。
現
在
の
状

況
で
、
窓
口
負
担
を
引
き
上
げ
る

こ
と
に
は
、
与
党
内
か
ら
も
慎
重

な
意
見
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
12

月
の
兵
庫
県
議
会
で
も
、
75
歳
以

上
の
窓
口
負
担
引
き
上
げ
に
慎
重

な
対
応
を
求
め
る
意
見
書
が
、
自

民
・
公
明
を
含
む
全
会
派
の
賛
成

で
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
会
で
は
、
法
案
の
成
立
を
ス

ト
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
、
会
員
医
療

機
関
か
ら
声
を
集
め
て
緊
急
に
国

会
へ
提
出
し
ま
す
。
２
月
中
に
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
署
名
用
紙
を
お
送
り
し
ま

す
の
で
、
院
長
先
生
、
ス
タ
ッ

フ
、
ご
家
族
の
ご
署
名
の
上
、
３

月
５
日
（
金
）
ま
で
に
ご
返
送
を

お
願
い
し
ま
す
。
欄
が
す
べ
て
埋

ま
ら
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
返
信
く
だ
さ
い
。

　

少
し
で
も
多
く
の
医
療
現
場
や

患
者
さ
ん
の
声
を
集
め
て
、
国
会

へ
届
け
、
負
担
増
を
止
め
ま
し
ょ

う
。

　

こ
の
件
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
☎
078
―
393
―
１
８
０
７
ま

で

FAX署名のご返信を

Ｆ
Ａ
Ｘ
署
名
に
ご
協
力
を
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は
し
て
い
な
い
」
が
３
行
だ
っ

た
。
ポ
リ
シ
ー
を
定
め
て
い
る
金

融
機
関
の
う
ち
、
非
人
道
兵
器
に

核
兵
器
を
含
む
と
明
記
し
て
い
る

の
は
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
の
み
で
あ

り
、
そ
の
他
は
明
記
し
て
い
な
い

が
、
核
兵
器
は
含
ま
れ
る
と
解
釈

し
て
い
る
と
し
た
。

　

核
兵
器
関
連
の
製
造
に
関
わ
る

企
業
へ
の
投
融
資
に
つ
い
て
、

「
与
信
供
与
・
投
資
共
に
し
て
い

な
い
」
と
の
回
答
が
15
機
関
、

「
融
資
は
核
兵
器
に
使
わ
れ
な
い

こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、
与
信

供
与
・
投
資
は
問
題
な
い
と
考
え

て
い
る
」
が
３
機
関
、「
特
別
な

ポ
リ
シ
ー
は
な
い
」
が
１
機
関
と

な
っ
た
。

　

武
村
先
生
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
Ｎ

Ｇ
Ｏ
「
Ｐ
Ａ
Ｘ
」
の
調
査
で
は
核

兵
器
製
造
企
業
に
投
資
を
し
て
い

◇
出
席　

20
人

◇
情
勢　

政
府
は
１
月
13
日
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
が
急

増
し
て
い
る
大
阪
、
京
都
、
兵

庫
、
愛
知
、
岐
阜
、
栃
木
、
福
岡

の
２
府
５
県
に
対
し
、
特
措
法
に

基
づ
く
緊
急
事
態
を
宣
言
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

保
団
連
「
み

ん
な
で
ス
ト
ッ
プ
！
患
者
・
利
用

者
負
担
増
」
署
名
（
到
達
２
万
４

３
４
９
筆
、
会
員
参
加
率
11

％
）、
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
向
け
た

予
防
接
種
の
手
引
き
、
②
医
療
従

事
者
優
先
接
種
の
意
向
調
査
、
③

金
沢
和
夫
・
兵
庫
県
副
知
事
が
自

身
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
県
下
の
病
床
使
用

率
が
逼
迫
状
況
に
あ
る
と
記
し
て

い
る
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
災
害
対
策　

①
「
神
戸
市
勤
労

会
館
で
26
年
メ
モ
リ
ア
ル
集
会
」

を
１
／
17
に
開
催
し
、
現
地
に
は

41
人
、
Ｗ
ｅ
ｂ
で
は
71
人
が
視
聴

し
た
こ
と
、
②
西
宮
市
が
借
り
上

げ
復
興
住
宅
か
ら
被
災
者
の
退
去

を
求
め
て
い
た
訴
訟
で
、
う
ち
４

世
帯
と
西
宮
市
が
大
阪
高
裁
で
和

解
し
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

①
２
０
２
０
年
会
員

意
見
実
態
調
査
結
果
、
②
Ｍ
Ｂ
Ｓ

毎
日
放
送
か
ら
Ｔ
Ｖ
番
組
ミ
ン

ト
！
へ
の
生
出
演
を
依
頼
さ
れ
、

了
承
し
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ

た
。
神
戸
市
が
新
型
コ
ロ
ナ
患
者

「
自
宅
療
養
」
へ
方
針
転
換
し
た

こ
と
に
対
し
、
協
会
は
患
者
の
様

態
急
変
を
念
頭
に
、
適
切
な
療
養

施
設
で
の
治
療
環
境
が
確
保
さ
れ

る
べ
き
と
い
う
立
場
を
示
し
た
。

◇
庶
務
部　

湯
浅
志
織
さ
ん
（
元

大
阪
府
保
険
医
協
同
組
合
職
員
）

の
採
用
が
承
認
さ
れ
た
。

 

（
１
月
23
日　

理
事
会
よ
り
）

核
兵
器
へ
の
投
融
資
の
禁
止
へ

核
兵
器
へ
の
投
融
資
の
禁
止
へ

世
論
を
大
き
く
広
げ
よ
う

世
論
を
大
き
く
広
げ
よ
う

近
畿
反
核
医
師
懇
談
会　

金
融
機
関
へ
の
調
査
結
果
発
表

マスコミ報告会に出席した（左から）
飯田先生、武村先生、松井先生　　　

る
と
さ
れ
た
、
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
、
み

ず
ほ
、
三
井
住
友
が
、
非
人
道
的

兵
器
に
対
す
る
与
信
行
為
や
投
資

を
禁
止
す
る
ポ
リ
シ
ー
を
「
定
め

て
い
る
」
と
回
答
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ポ
リ
シ

ー
は
核
兵
器
の
製
造
企
業
自
体
へ

の
投
融
資
で
は
な
く
、
製
造
へ
の

投
融
資
に
限
っ
て
禁
止
し
て
い
る

も
の
で
あ
る
と
指
摘
。

　

一
方
、「
Ｅ
Ｓ
Ｇ
・
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
の
観
点
か
ら
…
、
核
兵

器
製
造
企
業
な
ど
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
観
点

か
ら
懸
念
の
あ
る
銘
柄
に
つ
い
て

は
抑
制
的
な
態
勢
を
強
化
す
る
予

定
」（
第
一
生
命
）
と
回
答
が
あ

る
な
ど
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
へ
の
関
心

の
高
ま
り
の
な
か
で
、
金
融
機
関

の
投
融
資
へ
の
姿
勢
が
変
化
し
て

お
り
、
核
兵
器
を
含
む
非
人
道
兵

器
へ
の
投
融
資
を
控
え
る
動
き
が

広
が
り
つ
つ
あ
る
と
し
た
。

　

和
歌
山
協
会
の
松
井
和
夫
先
生

（
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
副
リ
ー
ダ

ー
）
は
、「
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
と

同
様
に
核
兵
器
も
非
人
道
的
で
あ

る
と
指
摘
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
１
月
22
日
の
核
兵
器
禁
止
条

約
発
効
の
機
会
に
、
核
廃
絶
に
つ

い
て
メ
デ
ィ
ア
は
大
き
く
取
り
上

げ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え

た
。

『
反
核
医
師
の
つ
ど
い
』
で
こ
の

テ
ー
マ
を
取
り
上
げ
、
運
動
の
継

続
を
確
認
し
、
近
畿
が
中
心
と
な

っ
て
進
め
て
い
る
。
こ
の
運
動
は

患
者
さ
ん
も
利
用
し
て
い
る
金
融

機
関
を
通
じ
て
参
加
し
や
す
い
の

で
、
大
き
く
広
げ
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
た
。

　

兵
庫
協
会
の
武
村
義
人
副
理
事

長
（
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
副
リ
ー
ダ

ー
）
が
調
査
結
果
を
報
告
。
昨
年

夏
に
２
０
０
金
融
機
関
（
銀
行
等

１
５
８
行
、
生
命
保
険
会
社
42

社
）
に
公
開
質
問
状
を
送
付
し
、

　

近
畿
各
県
の
反
核
医
師
の
会
な

ど
で
つ
く
る
近
畿
反
核
医
師
懇
談

会
は
１
月
16
日
、
大
阪
市
内
と
オ

ン
ラ
イ
ン
で
、
金
融
機
関
の
核
兵

器
製
造
企
業
へ
の
投
融
資
に
関
す

る
調
査
の
マ
ス
コ
ミ
発
表
を
実

施
。
共
同
通
信
と
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
、
連
合
通
信
で
報
道
さ
れ
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
発
表
で
は
、
京
都
協

会
の
飯
田
哲
夫
副
会
長
（
近
畿
反

核
医
師
懇
談
会
「Don't bank 

on the bomb

」
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

リ
ー
ダ
ー
）
が
あ
い
さ
つ
し
、

「
２
年
前
に
京
都
で
開
催
し
た

三
井
住
友
・
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
・
み
ず

ほ
の
三
大
メ
ガ
バ
ン
ク
を
含
む
23

機
関
（
銀
行
等
18
行
、
生
命
保
険

会
社
５
社
）
か
ら
回
答
が
あ
っ
た

と
紹
介
し
た
。

　

非
人
道
兵
器
に
対
す
る
与
信
行

為
や
投
資
を
禁
止
す
る
明
文
化
さ

れ
た
ポ
リ
シ
ー
に
つ
い
て
、「
定

め
て
い
る
」
と
し
た
の
は
三
菱
Ｕ

Ｆ
Ｊ
・
三
井
住
友
・
み
ず
ほ
・
り

そ
な
・
紀
陽
・
高
知
各
銀
行
、
第

一
生
命
の
７
機
関
。「
特
に
明
文

化
は
し
て
い
な
い
が
、
禁
止
し
て

い
る
」
が
10
行
で
、「
特
に
禁
止

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
が
３
月
よ
り
開

始
さ
れ
る
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
民
主

党
政
権
時
に
提
案
さ
れ
た
も
の

で
、
発
端
は
「
給
付
付
き
税
額

控
除
制
度
」
に
関
連
し
た
も
の

で
あ
っ
た
。
当
初
の
案
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
条
件
で
税
金
を
控

除
す
る
場
合
、
国
民
の
資
産
状

況
を
把
握
し
、
住
民
税
を
免
除

さ
れ
て
い
る
よ
う
な
低
所
得
者

に
は
、「
給
付
」
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
最
近
の
社
会
保
障
制

度
で
は
、
介
護
施
設
入
所
者
へ

の
補
足
給
付
な
ど
、「
資
産
」

が
負
担
の
要
件
に
な
っ
て
き
て

い
る
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ

り
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
趣
旨

も
変
節
し
、
個
人
資
産
を
紐
づ

け
、
社
会
保
障
給
付
の
削
減
を

目
的
と
し
た
使
用
が
ね
ら
わ
れ

て
い
る
。

　

一
方
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

生
労
働
省
は
全
国
の
医
療
機
関

に
「
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
導

入
に
向
け
た
ご
案
内
」
を
送
付

し
た
。
広
報
で
は
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
と
し
て
利

用
す
る
こ
と
で
、
①
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
、
②
過
去
の
デ
ー

タ
に
基
づ
く
診
療
・
薬
の
処

方
、
③
特
定
健
診
や
薬
剤
情
報

の
一
括
管
理
、
が
可
能
に
な
る

ま
で
保
険
証
を
見
せ
る
だ
け
で

済
ん
だ
資
格
確
認
は
、
①
機
械

に
カ
ー
ド
を
置
く
、
②
パ
ネ
ル

で
本
人
確
認
を
選
択
、
③
顔
の

撮
影
ま
た
は
暗
証
番
号
を
打
ち

込
む
、
④
特
定
健
診
・
薬
剤
情

報
の
閲
覧
の
同
意
の
可
否
を
選

択
と
、
こ
れ
だ
け
の
手
続
き
が

必
要
と
な
る
。
若
い
人
は
と
も

か
く
高
齢
者
に
と
っ
て
は
大
変

ド
の
普
及
率
は
、
交
付
開
始
後

５
年
が
経
過
し
た
が
、
い
ま
だ

に
24
・
６
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。
そ
の
た
め
、
政
府
は
あ
ら

ゆ
る
利
便
性
を
強
調
し
て
、
な

り
ふ
り
構
わ
ず
そ
の
普
及
に
躍

起
に
な
っ
て
い
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
時
の
活
用
も

そ
の
一
例
で
あ
る
。

　

そ
ん
な
中
、
昨
年
６
月
、
厚

と
利
便
性
を
強
調
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
年
３
月
よ

り
制
度
を
使
用
せ
ね
ば
な
ら
な

い
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
醸
成

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
〝
任
意
〞
で
あ
る
こ
と
に

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
は
、
本
当
に
便
利
だ
と
言

え
る
も
の
だ
ろ
う
か
？　

こ
れ

で
、
受
付
の
混
乱
は
必
至
で
あ

ろ
う
。
個
人
情
報
の
問
題
で

も
、
医
療
人
の
守
秘
義
務
を
ど

の
よ
う
に
担
保
す
る
か
が
大
き

な
問
題
と
な
る
。

　

し
か
も
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確

認
は
、
診
療
報
酬
の
オ
ン
ラ
イ

ン
請
求
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が

前
提
と
な
る
。
も
し
そ
れ
を
行

っ
て
い
な
い
場
合
、
回
線
の
新

規
契
約
が
必
要
と
な
る
。
新
規

契
約
は
国
が
補
助
す
る
が
、
ラ

ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
は
医
療
機
関

の
負
担
と
な
る
。
顔
認
証
付
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
は
〝
無
償
〞
と

さ
れ
て
い
る
が
、
取
得
し
て
も

使
用
せ
ず
に
返
納
す
る
場
合
、

導
入
に
か
か
っ
た
費
用
は
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
利
便
性
に
乏
し

い
う
え
に
、
現
場
の
混
乱
と
個

人
情
報
の
取
り
扱
い
問
題
等

々
、
診
療
現
場
に
と
っ
て
は
厄

介
者
に
な
り
か
ね
な
い
こ
の
シ

ス
テ
ム
。
も
う
少
し
じ
っ
く
り

様
子
を
見
た
方
が
良
い
と
考
え

る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

疑
わ
し
い
利
便
性

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
よ
う

 2021年１月27日
声　明

核兵器禁止条約の発効を歓迎する
 兵庫県保険医協会
 政策・運動・広報委員会

　１月22日、核兵器禁止条約が国際条約として発効した。核兵器の廃絶
を願う被爆者や市民団体などの多くの仲間たちと共に、条約発効を喜び
たい。
　ヒロシマ、ナガサキに原爆が投下され、その年の12月までに21万を超
える命が奪われ、生き残った被爆者に今なお続く多大な苦しみを強いて
きた核兵器を、この地球から廃絶することは、被爆者はもちろん全人類
の願いである。しかしながら、今なお１万３千を超える核兵器が存在
し、核兵器国はNPTで認められた５カ国に加え、インド、パキスタン、
イスラエル、北朝鮮と増えており、核戦争による人類の滅亡の危険はか
つてなく高まっている。
　その一方で、被爆者を中心として、核兵器の非人道性を世界に訴える
運動が広がり、核兵器の開発、実験、製造、備蓄、移譲、使用及び威嚇
を禁止するという核兵器禁止条約の発効にこぎつけたことは、我々に大
きな希望をもたらすものである。この条約への貢献が評価され、同年の
ノーベル平和賞を受賞した「核兵器廃絶国際キャンペーン（ICAN）」に
加盟して運動を進めている「核戦争に反対する医師の会」に、兵庫県保
険医協会として協力してきたことを光栄に思う。
　核兵器禁止条約が発効しても、核兵器がなくなるわけではない。現時
点で52カ国が条約を批准しているが、今後、圧倒的多数の国連加盟国が
この条約を批准して、核兵器に悪の烙印を押すことで、核兵器保有国を
「国際法違反の国」として追い詰めていくことが重要である。同時に、
核兵器国ならびに核の傘の下にある国々に対し、核兵器による安全保障
ではなく、信頼と友好による安全保障を強く求めていかなければならな
い。
　その中で、戦争による唯一の核兵器被爆国でありながら、わが日本政
府が「核兵器廃絶は究極の目的」として、核兵器禁止条約に背を向けて
いることは許されない。核兵器禁止条約を求める意見書が、501自治体
で採択されるなど、核兵器廃絶を求める世論は高まっている。与党・公
明党からも、２年に１度開かれる締約国会議へのオブザーバー参加を求
める意見が出されている。われわれは、日本政府に対し、「生きている
うちに何としても核兵器のない世界を実現したい」という被爆者の願い
に寄り添い、核兵器禁止条約を批准し、核兵器廃絶の先頭に立つことを
強く求める。

　１月22日に、核兵器禁止条約が発効したことを受け、協会は１月27日
の政策・運動・広報委員会にて核兵器禁止条約の発効を歓迎する声明を
採択し、関係機関に送付した。声明の全文を紹介する。

「DBOB」解説動画を公開しています

　「Don't bank on the bomb」の取り組みなどについて
解説する動画を「Don't bank on the bomb」特設ウェブ
サイト上で、随時公開しています。動画は、「反核 
DBOB」でウェブ検索、もしくはアドレスhttp://www.
hhk.jp/dbob/reports/196/、右のQRコードよりアクセス
してください。
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このままでよい
26.2％

引き上げるべき
68.1％

引き下げる
べき
0.4％

その他
2.2％

無回答  3.2％

初診・再診とも継続せず
対面診療に戻すべき

38.4％

初診・再診とも
継続すべき
10.4％

再診のみ継続し、
初診は対面診療に

戻すべき
35.5％

どちらとも
いえない
11.1％

無回答  4.7％

どちらとも
いえない
28.1％

解消できる
11.6％  

解消できない
57.9％

無回答  2.5％

0
16調査 18調査 今回

30
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60
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知っている 知らない
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２
０
２
０
会
員
意
見
実
態
調
査
結
果
④
「
改
定
・
審
査
・
指
導
」

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
改
定

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
の
改
定

「
延
期
す
べ
き
だ
っ
た
」４
割
に

「
延
期
す
べ
き
だ
っ
た
」４
割
に

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
よ
り
、
厚
労
省
に
よ
る
改

定
時
説
明
会
が
動
画
配
信
の
み
と

な
っ
た
な
か
で
４
月
改
定
が
実
施

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、「
延
期

す
べ
き
で
あ
っ
た
」
と
の
回
答
が

38
・
８
％
（
医
科
40
・
１
％
、
歯

科
35
・
５
％
）
と
な
っ
た
。「
妥

当
で
あ
っ
た
」
は
14
・
８
％
（
同

12
・
２
％
、
20
・
７
％
）、「
ど
ち

ら
と
も
い
え
な
い
」
は
42
・
５
％

（
43
・
０
％
、
41
・
３
％
）
だ
っ

た
。

　

協
会
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
会
員

ペ
ー
ジ
で
、
従
来
の
新
点
数
研
究

会
に
代
わ
っ
て
公
開
し
た
診
療
報

酬
改
定
解
説
動
画
に
つ
い
て
、

「
見
た
」
17
・
３
％
（
11
・
１

％
、
31
・
４
％
）、「
知
っ
て
い
た

が
見
て
い
な
い
」
20
・
５
％
（
18

・
６
％
、
24
・
８
％
）、「
知
ら
な

か
っ
た
」
51
・
８
％
（
58
・
４

％
、
36
・
４
％
）
だ
っ
た
。
歯
科

で
は
、
３
割
の
会
員
が
「
見
た
」

と
回
答
し
て
い
る
。

電
話
診
察
の
継
続

電
話
診
察
の
継
続

再
診
も
慎
重
姿
勢

再
診
も
慎
重
姿
勢

医科医科
　

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
臨
時
的
対

応
に
よ
り
、
電
話
等
に
よ
る
診
察

に
よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
で
の
処
方
箋
発

行
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と
に
つ
い

て
、「
初
・
再
診
と
も
評
価
で
き

る
」
20
・
４
％
、「
再
診
は
評
価

で
き
る
が
初
診
は
評
価
で
き
な

い
」
42
・
７
％
、「
初
・
再
診
と

も
評
価
で
き
な
い
」
20
・
４
％
と

な
っ
た
。
こ
の
臨
時
的
対
応
を
継

続
す
べ
き
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
、「
再
診
の
み
継
続
し
初
診
は

対
面
診
療
に
戻
す
べ
き
」
が
35
・

５
％
、「
初
・
再
診
と
も
対
面
診

療
に
戻
す
べ
き
」
が
38
・
４
％

で
、「
初
・
再
診
と
も
継
続
す
べ

き
」
は
10
・
４
％
の
み
で
あ
っ
た

（
図
１
）。
昨
年
７
月
時
点
で
の

調
査
で
は
あ
る
が
、
初
診
か
ら
の

電
話
等
診
察
・
処
方
に
は
多
く
の

会
員
が
反
対
し
て
お
り
、
再
診
に

つ
い
て
も
慎
重
な
様
子
が
う
か
が

え
る
。

　

電
話
等
に
よ
る
再
診
時
に
、
特

定
疾
患
療
養
管
理
料
等
の
医
学
管

理
料
が
「
月
１
回
１
４
７
点
」
と

さ
れ
た
こ
と
に
は
、「
通
常
と
同

じ
点
数
や
算
定
回
数
に
す
べ
き
」

が
48
・
４
％
に
の
ぼ
り
、「
妥

当
」
14
・
３
％
や
「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」
30
・
１
％
を
上
回
っ

た
。

不
要
不
急
の
歯
科
治
療
延
期

不
要
不
急
の
歯
科
治
療
延
期

「
撤
回
す
べ
き
」
６
割
超

「
撤
回
す
べ
き
」
６
割
超

歯科歯科
　

厚
労
省
が
院
内
感
染
対
策
を
講

じ
た
「
歯
初
診
」
の
施
設
基
準
を

求
め
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

緊
急
性
の
な
い
歯
科
治
療
を
控
え

る
こ
と
を
促
す
通
知
を
出
し
た
こ

と
に
つ
い
て
、「
撤
回
す
べ
き
」

点
数
改
定
、

点
数
改
定
、

半
数
が
不
満

半
数
が
不
満

　

２
０
２
０
年
４
月
の
診
療
報
酬

改
定
の
評
価
は
、「
不
満
」
が
40

・
０
％
（
医
科
39
・
８
％
、
歯
科

40
・
５
％
）、「
お
お
い
に
不
満
」

が
10
・
８
％
（
同
10
・
４
％
、
11

・
６
％
）
と
、
あ
わ
せ
て
半
数
以

上
に
の
ぼ
っ
た
。
一
方
、「
満

足
」
は
３
・
５
％
（
２
・
５
％
、

５
・
８
％
）、「
お
お
い
に
満
足
」

は
医
科
・
歯
科
と
も
０
％
だ
っ

た
。「
満
足
で
も
不
満
で
も
な

い
」
は
41
・
０
％
（
42
・
３
％
、

38
・
０
％
）
だ
っ
た
。

初
・
再
診
料

初
・
再
診
料

「
引
き
上
げ
を
」
７
割
に

「
引
き
上
げ
を
」
７
割
に

医科医科
　

18
年
度
改
定
で
新
設
さ
れ
た
初

・
再
診
料
の
妊
婦
加
算
（
19
年
１

月
に
凍
結
）
の
廃
止
に
つ
い
て
、

「
評
価
で
き
る
」
21
・
９
％
、

「
評
価
で
き
な
い
」
29
・
０
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
な
い
」
44
・
４

％
と
な
っ
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

料
の
対
象
患
者
の
拡
大
や
要
件
緩

和
は
、「
評
価
で
き
る
」
25
・
１

％
、「
評
価
で
き
な
い
」
38
・
０

％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
な
い
」
32

・
６
％
と
な
っ
た
。

　

初
・
再
診
料
に
つ
い
て
、「
引

き
上
げ
る
べ
き
」
は
68
・
１
％
で

多
数
を
占
め
た
（
図
２
）。
患
者

負
担
が
増
え
る
こ
と
な
ど
を
理
由

に
「
こ
の
ま
ま
で
よ
い
」
と
す
る

回
答
も
26
・
２
％
に
の
ぼ
っ
て
い

る
。

　

協
会
が
２
年
に
１
度
行
う
会
員
意
見
実
態
調
査
。
結
果
詳
報
の
４

回
目
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
臨
時
的
対
応
・
診
療
報
酬
改
定
、
審

査
・
指
導
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

口腔領域における画像診断と放射線治療

歯科定例研究会

日　時　３月28日（日）14時～17時　　会　場　協会５階会議室
講　師　大阪大学・大学院歯学研究科・歯科放射線学教室　教授
 村上　秀明先生
会場定員　80人
対　象　歯科医師、スタッフ

今後の状況次第で講師が来場せずZoomでの講演に変更となる場合があ
ります。Zoom視聴希望者はysng@doc-net.or.jpへ、メール件名を
「3/28歯科定例研Zoom視聴希望」とし、本文に①医療機関名、②参加
者氏名、③電話番号、④職種を記載し、26日までに送信してください。
会場参加希望者は、☎078－393－1809まで

図２　初・再診料について 医科

図１　新型コロナウイルス感染拡大収束後の臨時的
対応の継続について 医科　　　　 　

図３　 ７月からの金パラ価格改定による「逆ザヤ」
解消について 歯科

図４　 個別指導（新規含む）において、当日の録音や弁
護士帯同が認められていることについて 全体

く
ら
し
と
命
を
守
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
（
２
０
２
０
―

２
０
２
１
年
版
、
無
料
・
Ａ
５
判
・
60
ペ
ー
ジ
）　

　この間、新型コロナ禍により休業・
失業が増加し、お困りの患者さんやご
家族も増えてらっしゃるかと存じま
す。しかし、社会保障にかかわる制度
は申請主義のため、知らずに利用して
いなかったということが少なくありま
せん。ハンドブックは、協会も加入す
る兵庫県社会保障推進協議会が隔年で
発行しているもので、税金・医療・介
護・生活保護等、制度の内容について
幅広く紹介しています。

税・医療・介護・生活保護等役立つ制度を解説する

「くらしと命を守るハンドブック」

ご注文は在庫の範囲で無料です。☎078－393－1807まで

金
パ
ラ「
逆
ザ
ヤ
」

金
パ
ラ「
逆
ザ
ヤ
」

半
数
超
が「
解
消
で
き
な
い
」

半
数
超
が「
解
消
で
き
な
い
」

電
話
等
診
察
・
処
方

電
話
等
診
察
・
処
方  

初
診
は
反
対
が
大
勢

初
診
は
反
対
が
大
勢

歯科歯科

医科医科

が
63
・
６
％
に
の
ぼ

り
、「
評
価
で
き

る
」
２
・
５
％
、

「
ど
ち
ら
と
も
い
え

な
い
」
29
・
８
％
だ

っ
た
。

　

初
・
再
診
料
の
施
設
基
準
の
報

告
に
、
職
員
の
院
内
感
染
防
止
対

策
研
修
が
追
加
さ
れ
た
こ
と
に
つ

い
て
、「
評
価
で
き
る
」
40
・
５

％
、「
評
価
で
き
な
い
」
20
・
７

％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
」

録
音
・
弁
護
士
帯
同

録
音
・
弁
護
士
帯
同

周
知
進
む

周
知
進
む

　

個
別
指
導
時
（
新
規
含
む
）
の

録
音
や
弁
護
士
帯
同
が
認
め
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
「
知
っ
て
い
る
」

と
回
答
し
た
の
は
41
・
５
％
（
医

科
36
・
６
％
、
歯
科
52
・
９
％
）

で
、「
知
ら
な
い
」
は
54
・
３
％

（
同
59
・
９
％
、
41
・
３
％
）
だ

っ
た
。
全
体
で
は
依
然
と
し
て
半

数
以
上
の
会
員
が
録
音
・
帯
同
に

つ
い
て
知
ら
な
い
が
、「
知
っ
て

い
る
」
と
の
回
答
は
増
加
傾
向
に

37
・
２
％
だ
っ
た
。

　

か
か
り
つ
け
歯
科
医
機
能
強
化

型
歯
科
診
療
所
（
か
強
診
）
な
ど

歯
科
診
療
所
を
選
別
化
す
る
政
策

に
つ
い
て
、「
評
価
で
き
る
」
17

・
４
％
、「
評
価
で
き
な
い
」
45

・
５
％
、「
ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い
」
33
・
９
％
だ
っ
た
。
依
然
と

し
て
半
数
近
く
が
施
設
基
準
の
厳

格
化
・
複
雑
化
に
不
満
を
持
っ
て

い
る
。

　

２
０
２
０
年
７
月
か
ら
の
金
パ

ラ
価
格
改
定
に
よ
る
「
逆
ザ
ヤ
」

解
消
に
つ
い
て
、「
解
消
で
き

る
」
11
・
６
％
、「
解
消
で
き
な

い
」
57
・
９
％
、「
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
」
28
・
１
％
だ
っ
た

（
図
３
）。
積
み
重
な
っ
て
き
た

「
逆
ザ
ヤ
」
に
は
何
ら
の
手
当
が

な
い
上
、「
逆
ザ
ヤ
」
が
生
じ
る

仕
組
み
を
残
し
た
ま
ま
で
あ
り
、

抜
本
的
な
制
度
の
改
善
が
強
く
求

め
ら
れ
る
。

あ
り
（
図
４
）、
歯
科
で
は
「
知

ら
な
い
」
を
上
回
っ
た
。

　

「
こ
の
２
年
間
で
不
満
な
減
点

や
理
由
不
明
の
減
点
が
あ
っ
た
か

に
つ
い
て
（
医
科
）」
は
、「
多
数

あ
っ
た
」「
あ
る
程
度
あ
っ
た
」

「
一
部
あ
っ
た
」
が
合
わ
せ
て
78

・
５
％
に
の
ぼ
る
。「
納
得
で
き

な
い
減
点
へ
の
再
審
査
請
求
に
つ

い
て
（
医
科
）」
は
、「
必
ず
す

る
」
が
15
・
８
％
、「
ほ
と
ん
ど

す
る
」
が
17
・
６
％
、「
時
々
す

る
」
が
28
・
０
％
で
、「
あ
ま
り

し
な
い
」
は
19
・
７
％
、「
ま
っ

た
く
し
な
い
」
は
15
・
１
％
。

　

「
社
保
１
次
審
査
で
の
突
合
点

検
・
縦
覧
点
検
に
よ
っ
て
査
定
・

返
戻
が
増
え
て
い
る
か
に
つ
い
て

（
歯
科
）」
は
、「
増
え
て
い
る
」

20
・
１
％
、「
変
わ
ら
な
い
」
54

・
６
％
、「
減
っ
て
い
る
」
３
・

３
％
、「
分
か
ら
な
い
」
15
・
７

％
だ
っ
た
。「
納
得
で
き
な
い
減

点
へ
の
再
審
査
請
求
に
つ
い
て

（
歯
科
）」
は
、「
必
ず
す
る
」

「
ほ
と
ん
ど
す
る
」「
時
々
す

る
」
が
合
わ
せ
て
33
・
９
％
で
、

「
あ
ま
り
し
な
い
」
は
31
・
４

％
、「
ま
っ
た
く
し
な
い
」
は
31

・
４
％
だ
っ
た
。
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議
室
で
開
催
。
会
員
・
職
員
ら
12

人
が
参
加
し
た
。
協
会
税
務
講
師

　

協
会
は
２
月
７
日
、
青
色
（
白

色
）
確
定
申
告
研
究
会
を
協
会
会

に
よ
る
所
得
の
計
算
の
仕
方
や
、

減
価
償
却
費
の
特
例
な
ど
に
つ
い

て
詳
し
く
解
説
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
に
関
連
し
て
は
、
所
得
税
、

消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告
期
限
が

い
ず
れ
も
４
月
15
日
ま
で
延
長
さ

れ
た
と
紹
介
。
給
付
金
や
支
援
金

等
の
扱
い
に
つ
い
て
、
医
療
従
事

者
に
支
給
さ
れ
る
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
従
事
者
慰

労
金
」
は
非
課
税
で
給
与
と
し
て

源
泉
徴
収
し
な
い
こ
と
、
感
染
拡

大
防
止
等
支
援
事
業
（
無
床
診
１

０
０
万
円
等
）
は
経
費
発
生
月
で

の
収
入
計
上
が
原
則
で
あ
る
こ

と
、
同
事
業
を
用
い
て
の
固
定
資

産
購
入
時
は
「
国
庫
補
助
金
等
の

総
収
入
金
額
不
算
入
」
の
規
定
が

適
用
さ
れ
、
申
告
時
に
書
類
添
付

が
必
要
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
説
明

し
た
。

青
色
（
白
色
）
確
定
申
告
研
究
会

青
色
（
白
色
）
確
定
申
告
研
究
会

新
型
コ
ロ
ナ
支
援
金
等

取
り
扱
い
を
解
説

新刊のご案内

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

確定申告個別相談会確定申告個別相談会
日　時　 ３月６日（土）、３月７

日（日）、13時～16時の
うち１時間

会　場　協会会議室
費　用　
相談料（相談のみの方） １万円
申告書自己提出の方 ２万円
措置法26条による申告書作成 ３万円～
青色申告等実額による申告書作成 ５万円～
※ ４日前までに要事前予約。
　先着順に受付

確定申告直前の最終確認、総仕上げに！

月刊保団連　臨時増刊号

『保険医の経営と税務　2021』
会員頒価 1,000円（送料込）

Ｂ5判 232ページ
確
定
申
告
と
日
常
業
務
の
双
方
に
対
応
。
医

業
所
得
の
計
算
、
損
益
計
算
書
の
作
成
、
措

置
法
の
選
択
、
確
定
申
告
書
の
記
載
例
な
ど

詳
述
。
そ
の
他
、
承
継
・
閉
院
、
ス
タ
ッ
フ

の
税
務
と
給
与
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
実
務
な
ど

も
解
説

審査･指導相談日 ●３月11日（木）15時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1840まで、
　歯科は随時 ☎078－393－1809まで

※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。 
※『月刊保団連』同封の「保険審査相談用紙」をご利用ください。

クイズで考える日本の医療2020

お問い合わせは、☎078－393－1807まで

「みんなでストップ！患者負担増」

忘
れ
ず
に
ご
返
送
く
だ
さ
い

　「クイズで考える日本の医療2020（景品付きクイズチラシ）」の実
施期間は３月８日までです。当選者の抽選を行いますので、３月15日
必着で、協会までご返送ください。

団
の
田
口
智
弘
税

理
士
が
講
師
を
務

め
た
。

　

田
口
税
理
士
は

青
色
申
告
・
白
色

申
告
の
違
い
、
申

告
の
手
順
と
そ
の

ポ
イ
ン
ト
に
つ
い

て
、
保
団
連
発
行

の
書
籍
『
保
険
医

の
経
営
と
税
務
』

を
用
い
て
分
か
り

や
す
く
説
明
。
特

に
、
措
置
法
26
条

ミ　ツ ウイルスを見る会

ホイホイ漫画⑬
長田区　ぽん太withＴ.Ｔ.

員員 稿稿
会 投

確定申告のポイントをテキストに沿って学習

日　時　３月27日（土）14時～
会　場　三田市・キッピーモール６階
　　　　まちづくり協働センター多目的ホール
講　師　三田市・ひろせクリニック院長　廣瀬　智先生
来場定員　30人（申込順）　　主　催　協会北摂・丹波支部
※ どなたでもご参加いただけます。Zoomによるオンライン視聴の申し
込みは、kuriyama-h@doc-net.or.jpまで、メールの件名を「３／27在宅
医療点数研Zoom視聴」にし、本文に①地区・医療機関名、②参加者
名、③「在宅医療点数の手引」注文冊数を記載の上、上記アドレスま
で送信ください。

三田会場・Zoom併用

Zoom限定
日　時　４月17日（土）15時～
講　師　洲本市・たかたクリニック院長　高田　裕先生
主　催　協会淡路支部
※ どなたでもご参加いただけます。申し込みは、t-adachi＠doc-net.or.jp
まで、メールの件名を「４／17在宅医療点数研Zoom視聴」にし、本
文に①地区・医療機関名、②参加者名、③「在宅医療点数の手引」注
文冊数を記載の上、上記アドレスまで送信ください。

いずれの会場も、参加費1000円、テキスト『在宅医療点数の手引』
１冊4000円（税込・送料別）。お問い合わせは、☎078－393－1840まで

３月８日まで！！３月８日まで！！

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

日　時　４月３日（土）15時～18時／４日（日）10時～15時
会　場　協会５階会議室　　定　員　50人
１日目　保険診療とは／窓口業務／点数の解説／薬剤料の計算など
２日目　 診療報酬請求の実務／レセプト作成実習と解説（外来分）
参加費　10,000円（テキスト・資料代、２日目の昼食代を含む）
※２日間とも参加された方には「修了証」を発行します

初心者のための 初心者のための 保険請求事務講習会保険請求事務講習会（医科）（医科）

在宅医療点数研究会在宅医療点数研究会（医科）（医科）
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Ｑ１　どのような場合に算定するの
か。
Ａ１　就労中の患者の療養と就労の両
立支援のため、対象疾患に罹患してい
る患者と当該患者を使用する事業者
が、共同して作成した勤務情報を記載
した文書の内容を踏まえ、就労の状況
を考慮し、療養上の指導を行うことお
よび当該患者の産業医、総括安全衛生
管理者、衛生管理者、安全衛生推進者
または労働者の健康管理等を行う保健
師（以下、産業医等）に、就労と療養
の両立に必要な情報を提供すること並
びに診療情報を提供した後の勤務環境
の変化を踏まえ療養上必要な指導を行
った場合に、月１回に限り、初回は
800点、２回目以降は初回を算定した
月から起算して３月を限度に400点を
算定します。
Ｑ２　対象となる疾患は何か。
Ａ２　悪性新生物、脳梗塞、くも膜下
出血その他の急性発症した脳血管疾
患、肝疾患（経過が慢性なものに限
る）、難病および難病に準ずる疾患で
す。
Ｑ３　産業医等への患者の就労と療養
の両立に必要な情報提供は、どのよう
に行うのか。
Ａ３　以下の①または②のいずれかに
より行います。

① 病状、治療計画、治療に伴い予想さ
れる症状、就労上必要な配慮等につ
いて、「別紙様式49」、「別紙様式49
の２」またはこれに準ずる様式を用
いて情報提供します。産業医等があ
らかじめ指定した様式を用いて就労
上の留意点等を提供することでも差
し支えありません。提供した文書の
写しは診療録に添付します。
② 当該患者の診察に同席した産業医等
に対して、就労と療養の両立に必要
なことを説明し、説明の内容を診療
録等に記載します。
Ｑ４　産業医等への文書提供につい
て、診療情報提供料（Ⅰ）は算定でき
るか。
Ａ４　算定できません。療養・就労両
立支援指導料に含まれます。
Ｑ５　産業医が選任されていない事業
場で就労する患者について、地域産業
保健センターの医師に対し病状等に関
する情報提供を行った場合でも算定で
きるか。
Ａ５　算定できません。
Ｑ６　治療を担当する医師と産業医が
同一の者である場合も算定できるか。
Ａ６　算定できません。また、治療を
担当する医師が患者の勤務する事業場
と同一資本の施設で勤務している場合
も、算定できません。

え
ん
と
つ
町
の

プ
ペ
ル　
　
　

白岩一心

139

医科保険請求

〈療養・就労両立支援指導料〉

　

吉
本
興
業
と
東
宝
が
タ
ッ
グ

を
組
ん
で
制
作
し
、
公
開
前
か

ら
話
題
騒
然
と
な
っ
た
映
画

「
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル
」
を

紹
介
し
ま
す
。
世
界
中
で
幅
広

い
世
代
か
ら
親
し
ま
れ
続
け
る

絵
本
の
映
画
化
作
品
で
す
。

　

原
作
者
の
西
野
亮
廣
さ
ん

が
、
自
ら
総
指
揮
・
脚
本
を
手

が
け
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ッ
ク
な
町

並
み
と
魅
力
的
な
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
を
立
体
的
に
映
像
化
し
て
お

り
、
圧
倒
さ
れ
ま
す
。
人
気
俳

優
、
窪
田
正
孝
さ
ん
、
芦
田
愛

菜
さ
ん
の
２
人
が
声
優
を
務

め
、
好
演
し
て
い
ま
す
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
主
題
歌
と
エ
ン
デ
ィ

ン
グ
主
題
歌
に
も
注
目
で
、
こ

の
冬
一
番
の
感
動
フ
ァ
ン
タ
ジ

ー
冒
険
作
品
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
す
。「
未
来
は
、
信
じ
続
け

た
夢
で
出
来
て
い
る
」
が
テ
ー

マ
で
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

感
染
が
広
が
る
今
こ
そ
、
夢
を

信
じ
て
み
た
く
な
り
ま
す
。

　

ス
ト
ー
リ
ー
を
紹
介
し
ま

す
。
厚
い
煙
に
覆
わ
れ
た
「
え

ん
と
つ
町
」。
煙
の
向
こ
う
に

何
が
あ
る
の
か
誰
も
想
像
す
ら

し
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
町
で
た
だ
一
人
、
紙

芝
居
で
「
星
の
存
在
」
を
語
っ

て
い
た
ブ
ル
ー
ノ
が
突
然
消
え

て
し
ま
い
ま
す
。
ブ
ル
ー
ノ
の

息
子
・
ル
ビ
ッ
チ
は
、
学
校
を

辞
め
、
煙
突
掃
除
を
し
な
が
ら

家
計
を
助
け
ま
す
。
父
が
消
息

不
明
と
な
っ
て
も
、
父
の
語
る

「
星
の
存
在
」
を
信
じ
続
け
ま

す
が
、
ル
ビ
ッ
チ
は
町
の
人
か

ら
嘘
つ
き
と
罵
ら
れ
、
孤
独
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

あ
る
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
夜
、
ゴ

ミ
か
ら
生
ま
れ
た
ゴ
ミ
人
間
・

プ
ペ
ル
が
現
れ
、
ル
ビ
ッ
チ
と

出
会
い
、
孤
独
者
同
士
、
二
人

は
仲
良
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な

あ
る
日
、
巨
大
な
ゴ
ミ
の
船
が

海
か
ら
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
閉
ざ
さ
れ
た
「
え
ん

と
つ
町
」
に
は
存
在
し
な
い
は

ず
の
、
父
の
紙
芝
居
に
出
て
き

た
も
の
で
し
た
。
父
の
話
に
確

信
を
得
た
ル
ビ
ッ
チ
は
、
プ
ペ

ル
と
「
星
を
見
つ
け
に
行
こ

う
」
と
決
意
し
ま
す
。

　

こ
の
町
の
治
安
を
守
る
異
端

審
問
官
が
二
人
の
計
画
を
阻
止

す
べ
く
立
ち
は
だ
か
り
ま
す
。

父
を
信
じ
て
、
互
い
を
信
じ
あ

っ
て
飛
び
出
し
た
二
人
が
大
冒

険
の
先
に
見
た
も
の
は
。
え
ん

と
つ
町
に
隠
さ
れ
た
秘
密
と
は

…
。

　

鑑
賞
後
、
大
き
な
感
動
を
覚

え
る
作
品
で
す
。
環
境
問
題
、

人
権
問
題
、
貧
困
や
格
差
の
問

題
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
圧
巻

は
、
ル
ビ
ッ
チ
の
声
を
演
じ
る

芦
田
愛
菜
さ
ん
で
す
。
プ
ペ
ル

と
ル
ビ
ッ
チ
の
関
係
を
描
く
な

か
、
最
後
の
最
後
に
大
ど
ん
で

ん
返
し
が
起
こ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
と
も
映
画
館
の
大
ス
ク

リ
ー
ン
で
、
映
像
美
と
音
楽
も

鑑
賞
し
て
く
だ
さ
い
。
吉
本
興

業
の
底
力
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
へ

の
強
い
思
い
が
見
事
に
作
品
に

仕
上
が
っ
て
い
ま
す
。

 

【
赤
穂
郡　

白
岩
歯
科
医
院
】

Ⓒ西野亮廣／「映画えんとつ町
のプペル」製作委員会　　　　

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

休業保障制度と所得補償保険
新型コロナウイルス感染症に備えて

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

ビジネスキーパーの休業損害補償
天災や火災、新型コロナウイルス感染症による休業損害に

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル

員員 稿稿
会 投

高
齢
者
75
歳
以
上
窓
口
負
担

２
割
引
き
上
げ
に
反
対
を

赤
穂
郡
・
歯
科　
　

白
岩　

一
心

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
感
染
者
が

急
増
し
、
外
来
診
療
の
一
時
休
止

を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
病
院
の

実
情
や
、
多
く
の
非
正
規
雇
用
の

方
々
の
解
雇
が
、
新
聞
・
テ
レ
ビ

な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

ん
な
情
勢
の
な
か
、
コ
ロ
ナ
特
措

法
、
感
染
症
法
、
検
疫
法
が
改
正

さ
れ
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
政
府
は
、「
全
世
代
型
社

会
保
障
」
と
の
名
目
で
、
社
会
保

障
抑
制
策
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
大
き
な
柱
は
、
75
歳
以
上

の
高
齢
者
窓
口
負
担
の
２
割
へ
の

引
き
上
げ
で
す
。
年
間
の
課
税
所

得
金
額
28
万
以
上
、
２
０
０
万
以

上
の
年
金
が
支
給
さ
れ
て
い
る
、

高
齢
者
の
方
々
が
当
て
は
ま
り
ま

す
。
丁
寧
な
説
明
の
な
い
ま
ま
、

１
割
か
ら
２
割
へ
負
担
を
引
き
上

げ
る
こ
と
に
、
高
齢
者
の
方
々
は

本
当
に
納
得
で
き
る
で
し
ょ
う

か
？

　

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
で

は
、
多
く
の
医
療
関
係
者
や
医
療

従
事
者
の
声
が
世
論
を
動
か
し
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
現
行
の

国
民
皆
保
険
制
度
を
死
守
し
よ
う

と
い
う
声
は
、
ま
だ
ま
だ
広
が
り

が
少
な
い
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

兵
庫
県
の
県
議
会
で
は
、
２
０

２
０
年
12
月
11
日
、
自
民
党
、
公

明
党
、
維
新
の
会
を
含
む
全
会
一

致
で
、
窓
口
２
割
負
担
へ
の
引
き

上
げ
に
慎
重
な
対
応
を
求
め
る
意

見
書
を
可
決
し
ま
し
た
。
こ
れ
は

　

保
団
連
や
兵
庫
協
会
で
は
、

「
ス
ト
ッ
プ
負
担
増
」
反
対
署
名

を
継
続
し
て
い
ま
す
。
憲
法
に
基

づ
く
請
願
権
を
行
使
し
て
、
衆
議

院
議
長
、
参
議
院
議
長
宛
て
の
請

願
署
名
運
動
の
さ
ら
な
る
賛
同
を

国
民
・
患
者
さ
ん
に
求
め
て
、
窓

口
負
担
増
法
案
を
否
決
さ
せ
る
足

掛
か
り
に
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

窓
口
負
担
増
は
、
医
療
機
関
へ

の
受
診
抑
制
が
強
ま
る
だ
け
で
あ

り
、
主
権
者
た
る
国
民
の
健
康
維

持
増
進
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

世
論
を
動
か
す
急
務
事
項
と
し

て
、「
ス
ト
ッ
プ
負
担
増
」
署
名

を
集
め
ま
し
ょ
う
。

決
し
て
兵
庫
県
に
限

っ
た
こ
と
で
は
な

く
、
全
国
各
地
の
自

治
体
で
も
、
負
担
増

に
反
対
す
る
意
見
も

多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

コロナ禍の下でいかに安定を維持するかコロナ禍の下でいかに安定を維持するか－自分自身の心を知る－－自分自身の心を知る－

日　時　３月27日（土）16時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　東灘区・まつい心療クリニック　院長　松井　律子先生
Zoom視聴希望者は、kusunoki@doc-net.or.jpへ、メール件名を「3/27
薬科部研究会Zoom視聴」とし、①薬局・医療機関名、②参加者氏名、③
電話番号、④（薬剤師の方は）薬剤師免許番号をお送りください。来場参
加をご希望の方は、☎078－393－1840まで

薬科部研究会
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図１　無歯顎なのに小臼歯くらいまでしか
ないので外れてしまう旧義歯

図４　口蓋部はパラフィンで裏打ちして
延長して　　　　　　　　はじめに

　兵庫県保険医協会にお招きいただ
き、「保険で良い入れ歯を」のテー
マでお話をさせていただくのは、こ
れで２回目である。前回は、「パー
シャルデンチャー編」というご依頼
をいただいたが、今回はその続編
で、「総義歯編」である。
　この「保険で良い入れ歯を」とい
うテーマは、なかなか奥が深いと感
じている。「保険で」という言葉の
中には、「省力化を図る」という意
味があるし、「良い入れ歯を」とい
う言葉の中には、省力化ばかり考え
て性能が良好でない義歯を装着して
も、痛い、外れるということで何度
も来院を繰り返し、結局は不採算に
なるばかりか、医院の評判も落とす
ということになりかねないことを示
唆している。
　今回の私の話は、あくまでも症例
報告である。先生方によっては、
「保険でももっとちゃんとやってい
るよ」という先生もいれば、「保険
ではあそこまではできない」と思う
先生もいるかもしれない。しかし、
私が実際に日々の診療の中で行って
いる方法なので、「あー、村岡はあ
んな風にやっているのか」と気楽に
読んでいただきたい。

旧義歯を持っていない
72歳の患者さん
　最初の症例は、72歳の旧義歯を持
っていない患者さんである。ほとん
どの天然歯が残根状態になってい
て、全部抜歯をして総義歯を作って
くれという要望である。そして、義
歯を入れた経験はないということで
ある。
　このような場合、私はまず上顎か
ら抜歯をするようにしている。初め
は１本、次は２本から３本という風
にして、まず上顎を全部抜歯してし
まう。その後、下顎の抜歯に移るの
である。
　なぜかというと、上下無歯顎であ
り、義歯を入れた経験がない、また
は義歯を作ったことがあるが入れて
いないという患者さんに、上下の義
歯を同時に入れても、なかなか使い
こなせないことがあるからだ。その
ような症例に接した場合、私はまず
上顎だけを作るようにしている。下
顎総義歯だけを作っても入れていら
れないが、上顎だけだと入れている
ことができる。それだけで容貌もそ
れなりに回復する。
　そして、一週間ほどして、入れて
いられたのか聞くのである。上顎が
入れていられなかったら、下顎を作
っても入れてくれないので、まず上
顎だけ作るのである。まず上顎を先
に抜歯して、その後下顎を抜歯して
いくと、下顎の抜歯が終わる頃に
は、上顎の抜歯窩もそれなりに少し
治癒してくる。そこで、時を置か
ず、上顎の印象に入るのである。
　上顎印象はアルジネート２重印象
である（最近は少し変わってきたの

上顎顎堤頂と下顎顎堤頂の真ん中辺
にあるからだ。上顎前歯の位置は決
まっているので、それに対して適当
なオーバーバイト、オーバージェッ
トを与えれば、前歯の位置は決まる
し、これで下顎は完成できる。
　問題は、臼歯部の頬舌的配列位置
である。本来は下顎を基準とするの
で、先に上顎を大体の想定で配列し
ているために、良好でないこともあ
る。その時は、６カ月後に今度は、
旧義歯があるわけなので、コピーデ
ンチャーを利用して新義歯を作れば
よい。

コピーデンチャーを利用した
総義歯製作法
　仙台に阿部晴彦先生という方がい
る。私は大学を卒業して阿部先生に
総義歯を教わったが、阿部先生が私
に初めて言った言葉が「村岡くん、
無歯顎臨床は考古学であり建築学な
んだぞ」であった。パーシャルデン
チャーであれば、まだ天然歯が残っ
ているので、配列位置や咬合高径な
ど、それなりに参考にする基準があ
る。ところが無歯顎になってしまう
と何も拠り所がなくなってしまって
いる。
　そのような時、大いに参考になる
のが、旧義歯である。旧義歯の悪い
ところは修正し、良いところは取り
入れて、新義歯を作るのである。そ
こで、臨床を始めたばかりの頃は、
患者さんの旧義歯を改造して、それ

とがあるからだ。例えば、維持力は
出たのだが痛みが発生して改造前よ
りも具合が悪いと言われてしまう、
というようなことである。
　そこで、コピーデンチャーの登場
である。患者さんが使用している旧
義歯を30分ほどお預かりしてコピー
デンチャーを作ってしまう。私は、
無歯顎であり旧義歯を持っていると
いう症例であれば、100％コピーデ
ンチャーを作って、それを改造して
いくという方法により新義歯を作製
している。
　いずれの場合でも、まず上顎の辺
縁を改造して上顎の吸着を求めてい
く。辺縁は、トクヤマ社のトクヤマ
リベースⅢ、ヨシダ社のペリモール
ド、モリタ社のクラリベースを使い
ながら、まず上顎の辺縁形態を修正
し、咬合高径を確認し、最後に下顎
の形態を改造していく。そして、改

を咬合堤つき個
人トレーとして
印象採得、咬合
採得を行うとい
う方法で新義歯
を作っ ていっ
た。
　しかし、この
方法はかなり危
険性を伴うもの
である。という
のは、改造した
ものが良好な結
果を生まないこ

だが、その話題はまた次の機
会に）。咬合採得をするわけ
ではないので、仮床はパラフ
ィンワックスで十分である。
中切歯の位置を決めて（これ
は直接口腔内で配列する。で
きれば犬歯から犬歯まで６本
配列すると良いのだが、中切
歯だけでも良いし、ピタ中を
使ってもよい）、咬合平面は
鼻聴道線に平行に、カンペル
平面を基準とするのがよい。
この中切歯の位置と咬合平面
が分かれば、上顎の総義歯は
完成させることができる。臼
歯部の頬舌的配列位置はそれ
なりである。
　上顎総義歯の装着時には、
痛くないことと外れないこと
だけを確認すれば良い。もし
外れやすければ裏装してしま
う。まだ対合歯がないので、
咬合調整は必要がない。１週
間使ってもらって、入れてい
られるならば、下顎の印象に
移っていく。この頃には、下
顎の抜歯窩もかなり治癒して
いる。
　咬合採得はまず咬合高径が
不明だが、上顎総義歯を作っ
た時に咬合平面を鼻聴道線に
平行にしたら、自動的に６番
の床の厚みが決まってくる。
そして今度は、下顎の６番の
厚みをそれと同じに設定す
る。なぜならば、咬合平面は

造された上下コピーデンチャーを咬
合堤つき個人トレーとして松風社の
ジルデフィットウォッシュタイプの
シリコン印象材を使い、印象採得咬
合採得を同時に行っていくのである
（図１～７）。
　改造に際してまず大切なのはどの
手順で行っていくのかよりも、どの
ような形になれば良いのかを知るこ
とである。そして、次に上記の器材
の扱いに手慣れることである。根管
治療や支台歯形成と違い、義歯の改
造は口腔外で訓練することができな
い。したがって、これぞと思う症例
がきたら、不採算不採算とばかり考
えず、症例を重ね器材の扱いに手慣
れることである。それが「保険で」
という省力化につながり、また「良
い入れ歯」への近道と考える。
（2020年10月11日、歯科定例研究会
より）

千葉県市川市・むらおか歯科矯正歯科クリニック　　村岡　秀明先生講演

保険で良い入れ歯を
～総義歯製作編～

図３　辺縁を作り

図２　まず人工歯部を延長して

図６　シリコンで印象します

図７　コピーデンチャーを利用した印象採得咬合採得（左）
と旧義歯（右）　　　　　　　　　　　　　　

図５　全体をウォッシュして


